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器皿の年代が 11A（1590 ～ 1620）であること（尾野・平



















遺構間接合が確認できる 33 点のうち、SK41 は 21 点、
SK76 は 8 点、SK77 は 10 点、SK152 は 6 点、SD75 は 4
点、SK36 は 3 点、以下 2点が SK29、整地層、SX33、以
下 1点が石組、石組掘り方、石敷き、整地層砂礫、路地、
SE2、SK2、同 25、同 26、同 32、同 37、同 40、同 63、同





SK41 と接合関係にあるものとして SK76、同 77、同 152
などがあり、21 点にのぼる（遺構間接合事例のうち 63.6%
を占める）。また、SK76 と SK77 は SK41 との接合関係は
顕著（13 点、遺構間接合事例のうち 39.3%、SK41 の遺構
間接合事例のうち 61.9%）であるが、SK76 と SK77 との
間に接合関係はない。また、SK152 は SK41 と SK77 とは
接合関係（5点）にあるが、SK76 とは接合関係にない。
このことから SK41 の接合関係は、SK76 の組み合わせと
SK77・同 152 の組み合わせが存在することがわかる。実
32. BULLETIN Vol.64  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
当該地点での生産を想起させる資料群
図３　弁慶石町出土軟質施釉陶器
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以上のことから SK41 と接合関係にあるものを Phase1
とし、SK76 との組み合わせを Phase1 － 1 とし、SK77・
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